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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

mundi

「アラブの春」から今年で10年。民主
化運動の変動をふり返るとともに、各
国でのJICAの取り組みを追う。

サラーム海上（サラーム・うながみ）
音楽評論家、DJ、中東料理研究家。中東やインドを定期的に旅しながら、現地の音楽や料理
シーンの調査を続ける。NHK FMの音楽番組「音楽遊覧飛行」やJ-WAVEの中東音楽専門番
組「Oriental Music Show」においてナビゲート役を務めるほか、近著に中東料理のレシピブック
『MEYHANE TABLE More! 人がつながる中東料理』（LD&K）などがある。コミュニケーション言語
は英語、フランス語、ヒンディー語、日本語。群馬県高崎市出身、明治大学政経学部卒業。

ル
の
ジ
ャ
ズ
メ
ン
た
ち
は
自
国
政
府
の
助
成
金
を
活
用
し
、
日
本
で
ツ

ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
料
理
に
興
味
を
抱
く
シ
ェ
フ
た
ち
も
多
く
、

今
年
の
2
月
上
旬
ま
で
は
、
毎
月
の
よ
う
に
来
日
す
る
彼
ら
を
東
京
・

西
荻
窪
の
居
酒
屋
や
神
奈
川
県
の
箱
根
の
温
泉
旅
館
な
ど
に
連
れ
て
行

く
の
が
僕
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
な
っ
て
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
う
し
た
活
発
な
国
際
交
流
を
完
全
に
遮
断
し
て
し

ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
音
楽
も
料
理
も
、
と
も
に
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
大
き
く
受
け
た
産
業
だ
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
急

増
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
親
し
む
こ
と
で
、
彼
ら
と
の

距
離
は
遠
ざ
か
ら
ず
に
す
ん
だ
。
S
N
S
に
は
都
会
の
〝
密
〞
を
避
け
、

地
中
海
に
あ
る
実
家
に
居
候
し
、
11
月
に
な
っ
て
も
海
水
浴
を
楽
し
む

友
人
た
ち
の
セ
ル
フ
ィ
ー
が
毎
日
の
よ
う
に
上
が
っ
て
く
る
。
僕
の
周

り
で
i
P
h
o
n
e 

12
を
最
初
に
手
に
入
れ
た
の
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
の
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
編
集
者
だ
っ
た
。
9
月
か
ら
激
し
い
戦
闘
が
続

い
た
ナ
ゴ
ル
ノ
カ
ラ
バ
フ
に
暮
ら
す
ア
ル
メ
ニ
ア
の
友
人
た
ち
も
音
楽

演
奏
動
画
を
毎
日
投
稿
し
続
け
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
世
界
は
ま
す
ま
す
急
速
に
均
一
化
に
向
か
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。
そ
こ
に
は
良
い
面
も
悪
い
面
も
あ
る
が
、
日
本
も
中

東
も
、
僕
た
ち
も
彼
ら
も
、
同
じ
2
0
2
0
年
を
、
同
じ
世
界
を
生
き

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、東
京
や
テ
ル
ア
ビ
ブ
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
に
ふ
た
た
び
外
国
人
旅
行
者
が
戻
っ
て
き
た
ら
、
そ
の
こ
と
は
も
っ

と
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
今
で
は
中
東
と
日
本
は
直
行
便
に
乗
れ
ば

半
日
で
行
き
来
で
き
る
。
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
、
か
つ
て
の
よ
う

に
遠
い
、
遠
い
場
所
で
は
な
い
。

　
伝
統
音
楽
へ
の
興
味
が
高
じ
て
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
に
通
う
よ
う
に

な
り
、
30
年
以
上
経
つ
。

　
モ
ロ
ッ
コ
で
は
50
万
人
以
上
が
集
ま
る
ア
フ
リ
カ
系
音
楽
グ
ナ
ワ＊

の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
ら
、
古
都
フ
ェ
ズ
で
開
催
さ
れ
る
国
際
的
な
世
界

宗
教
音
楽
祭
、
さ
ら
に
は
ひ
な
び
た
山
村
で
の
伝
統
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ま
で
訪
れ
た
。
観
光
が
主
要
産
業
の
国
だ
け
に
、
近
年
で
は
国
中

い
た
る
と
こ
ろ
で
村
お
こ
し
的
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
春
か
ら
秋
に
か

け
て
毎
週
末
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
、
ハ
シ
ゴ
し
て
回
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
は
2
5
0
0
年
以
上
に
わ
た
り
世
界
の

人
々
が
往
来
し
た
国
際
都
市
で
、
人
口
は
1
5
0
0
万
人
を
超
え
る
。

夜
の
町
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
民
謡
や
古
典
音
楽
、
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
、
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ロ
ッ
ク
の
生
演
奏

に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
僕
は
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
音
楽
シ
ー
ン
で
活

躍
す
る
音
楽
家
た
ち
に
共
感
し
、
長
く
取
材
を
続
け
て
き
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
外
務
省
と
音
楽
N
G
O
が
主
催
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル

音
楽
の
国
際
見
本
市
を
何
度
も
訪
れ
た
。
小
さ
な
国
だ
け
に
、
音
楽
家

た
ち
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
成
功
を
夢
見
る
。
音
楽
学
校
を

出
た
若
き
精
鋭
た
ち
は
欧
米
や
日
本
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
で
修
業
を
重
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
の
複
雑
な
民
族
的
ル
ー
ツ
な
ど
に
立
ち
返
り
、
ユ
ダ
ヤ
の
音

楽
要
素
を
加
え
た
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ら
で
は
の
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
し
て
い
る
。

　
取
材
を
続
け
る
う
ち
、
僕
の
興
味
は
料
理
に
ま
で
広
が
っ
た
。
ト
ル

コ
で
は
音
楽
家
の
奥
さ
ま
や
お
母
さ
ま
た
ち
に
家
庭
料
理
を
習
い
、
各

地
の
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
た
ち
を
取
材
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で

は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
、
ウ
ズ
ベ
ク
系
、
モ
ロ
ッ
コ
系
な
ど
異
な
る
背
景

を
持
つ
友
人
の
実
家
を
訪
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ユ
ダ
ヤ
料
理
の
作
り

方
を
学
ん
だ
。

　
取
材
の
成
果
は
、音
楽
に
つ
い
て
は
N
H
K 

F
M
や
J｜

W
A
V
E

の
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
で
日
本
に
紹
介
し
て
き
た
。
料
理
に
関
し
て
は
レ

シ
ピ
本
や
紀
行
本
を
出
版
し
、
気
が
つ
く
と
料
理
教
室
で
講
師
ま
で
始

め
て
い
た
。

　
一
方
で
、
中
東
の
友
人
た
ち
も
次
々
と
訪
日
し
始
め
た
。
イ
ス
ラ
エ

プ
ロ
ロ
ー
グ
Vol.  26

同
じ
世
界
を
生
き
る

近
し
い
人
た
ち
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中
世
以
降
に
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
奴
隷
と
し
て
北
ア
フ
リ
カ
に
連
行
さ
れ
た
黒
人
系
部
族
の
名
前
で
あ
り
、彼
ら

が
行
う
宗
教
音
楽
儀
礼
も
指
す
。
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